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■
特
集　
　

平
成
19
年
度　
　

決
算
公
表

決
算
は
、
市
の
運
営
に
必
要
な
経
費

に
つ
い
て
、市
に
入
っ
た
お
金
（
歳
入
）

と
、
使
っ
た
お
金
（
歳
出
）
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

安
曇
野
市
に
は
、
15
の
お
財
布
が
あ

り
ま
す
（
表
１
）。
こ
れ
ら
は
お
金
の

使
い
道
の
違
い
で
分
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
一
番
大
き
な
お
財
布
は
「
一
般

会
計
」
で
、
市
の
本
体
を
担
う
会
計
で

す
。
市
税
や
地
方
交
付
税
を
主
な
財
源

と
し
て
、
福
祉
、
教
育
の
充
実
や
道
路

整
備
な
ど
の
主
要
事
業
に
用
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
を
加
え
た
も
の

を
「
普
通
会
計
」
と
区
分
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
国
共
通
な
と
ら
え
方
な
の

で
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る

上
で
も
有
効
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
普
通
会
計
の
歳
入
決

算
額
は
お
よ
そ
３
５
５
億
円
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
度
と
の
比
較
で
は
、
総
額

で
７
億
円
余
り
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
税
の
増
加
、
地
方
交
付
税
の
増

加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
債
や
諸
収
入

等
の
減
少
が
大
き
か
っ
た
た
め
の
減
額

で
す
。
市
債
は
臨
時
財
政
対
策
債
の
借

入
額
の
減
少
、
諸
収
入
等
で
は
、
特
に

広
域
排
水
事
業
地
元
負
担
金
の
減
少

（
△
11
億
8
千
万
円
）
が
大
き
な
要
因

で
す
。

　

基
金
残
高
は
普
通
会
計
分
と
し
て
１

３
３
億
５
３
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
特
別
会
計
の
基
金
を
合
わ

せ
る
と
１
５
３
億
９
０
０
万
円
と
な
り

ま
す
。
全
国
の
地
方
自
治
体
で
財
政
の

窮
状
が
続
く
中
、
積
立
金
を
減
ら
す
こ

と
な
く
、
堅
実
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ

た
と
い
え
ま
す
。

普
通
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
お
よ
そ

３
４
７
億
円
で
、
昨
年
度
比
９
億
５
千

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

扶
助
費
、
繰
出
金
、
物
件
費
が
増
加

と
な
り
ま
し
た
が
、
人
件
費
、
補
助
費

等
、
投
資
的
経
費
が
減
額
と
な
り
、
総

額
と
し
て
減
少
し
ま
し
た
。

　

扶
助
費
は
生
活
保
護
費
や
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
等
、
市
と
し
て
行
う
給
付

事
務
が
増
え
た
た
め
で
す
。
物
件
費
は

地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
統
合
等
委
託
料
が

増
額
と
な
っ
た
た
め
で
す
。ま
た
、繰
出

金
に
つ
い
て
は
、
主
に
下
水
道
事
業
会

計
へ
の
繰
出
し
が
増
加
し
た
た
め
で
す
。

人
件
費
は
、
合
併
に
よ
る
経
費
節
減

効
果
で
あ
り
、
補
助
費
等
は
一
部
事
務

組
合
へ
の
負
担
金
の
減
少
が
主
な
要
因

で
す
。

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧

事
業
が
終
了
し
た
た
め
減
少
し
ま
し
た
。

　

財
政
状
況
と
し
て
は
、
地
方
債
残
高

が
前
年
度
比
０
・
９
％
増
と
な
り
ま
し

た
が
、
基
金
残
高
が
前
年
度
比
７
％
増

と
な
り
、良
好
な
運
営
で
あ
っ
た
と
い
え

ま
す
。

新
た
な
指
標
で
さ
ら
に
明
確
化

平
成
19
年
度
安
曇
野
市
の
各
会
計
の
決
算
が
9
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
決
算
を
も
と
に
し
た
普
通
会
計
の
決
算
状
況
も
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
本
年
度
か
ら
、県
や
市
町
村
の
財
政
を
適
正
に
運
営
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律（
財
政
健
全
化
法
）」が
公
布
さ
れ
、よ
り
精
密
に
自
治
体
の
財
政
事
情
を
公
表
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

後
半
に
は
、こ
の
健
全
化
判
断
比
率
等
の
指
標
を
紹
介
し
ま
す
。

■
は
じ
め
に

■
歳
入

■
歳
出

 

会計
区分 会計名

決算額

歳入 歳出 差引額

普通
会計

一般会計 35,471,926,018 34,732,541,406 739,384,612 

同和地区住宅新築資金等貸付事業
特別会計 8,748,776 6,325,924 2,422,852 

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 9,887,213,815 9,307,899,876 579,313,939 

老人保健特別会計 8,361,025,537 8,361,025,537 0 

介護保険特別会計 5,702,528,102 5,678,883,073 23,645,029 

下水道事業特別会計 6,560,343,038 6,518,944,887 41,398,151 

農業集落排水事業特別会計 217,816,073 215,903,722 1,912,351 

上川手山林財産区特別会計 1,811,849 1,193,054 618,795 

北の沢山林財産区特別会計 1,191,121 1,053,237 137,884 

有明山林財産区特別会計 1,333,729 869,412 464,317 

富士尾沢山林財産区特別会計 680,399 230,918 449,481 

穂高山林財産区特別会計 627,097 255,728 371,369 

産業団地造成事業特別会計 98,462,082 98,458,200 3,882 

会計
区分 会計名

決算額

歳入 歳出 差引額

公
営
企
業
会
計

水道事業会計
収益的収入及び支出 2,089,706,452 1,995,283,659 94,422,793 

資本的収入及び支出 431,306,036 2,053,463,188 -1,622,157,152 

市営宿舎事業会計
収益的収入及び支出 257,821,458 270,172,864 -12,351,406 

資本的収入及び支出 0 4,595,625 -4,595,625 

平成 19年度各会計決算額

＊水道事業会計における資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度分損益勘定留
保資金、建設改良積立金、減債積立金及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額で補てん

＊市営宿舎事業会計における資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度分損益勘
定留保資金及び消費税資本的収支調整額で補てん

112億1,300万円
30.9％

125億9,100万円
35.5％

26億6,900万円
7.5％

41億1,500万円
11.6％

39億4,100万円
11.1％

14億9,400万円
4.2％

20億2,400万円
5.7％

58億8,400万円
16.9％

26億6,800万円
7.7％

44億6,400万円
12.9％

1億1,400万円
0.3％

52億4,300万円
15.1％

35億9,700万円
10.4％

26億3,800万円
7.6％

60億700万円
17.3％

41億800万円
11.8％

86億3,100万円
24.4％

29億8,500万円
8.2％

59億4,100万円
16.6％

23億4,500万円
6.6％

42億8,000万円
12.0％

46億4,100万円
13.0％

41億6,700万円
11.7％

33億9,900万円
9.5％

34億2,900万円
9.6％

73億7,700万円
20.7％

1億200万円
0.3％

85億7,300万円
23.7％

15億1,700万円
4.2％

35億8,200万円
9.9％

45億5,800万円
12.6％

38億1,400万円
10.5％

歳入決算額

歳出決算額

平成 19年度（内）・平成 18年度（外）決算状況

平成 19年度（内）・平成 18年度（外）決算状況

■特集　決算公表

3 2広報あづみの　2008.10.22 2008.10.22　広報あづみの

単位：円

「普通会計」は
主要なお財布
なんだ。

市には15の
お財布があるんだね

表１

※歳入歳出決算額は「地方財政状況調査表」
（決算統計）による合計額のため表１の合
計額とは異なります。



平成19年度
例えば、こんな事業を行いました。

■三郷児童館建設
■堀金保育園建設

■安曇野ブランド推進事業

■給食センター建設

■つながりひろがる
　地域づくり事業補助金

■公共交通システムあづみん試行運行

■夜間急病センター
■友好都市関係

三郷児童館の新設工事を行いました。
自主的で主体的な市民活動の輪を広げるため、市民
活動団体の事業を支援しました。

老朽化した園舎の移転新築を行いました。事業費は
平成 20年度へ繰り越しました。

安曇野ブランドのイメージアップを図るため、各メ
ディアに広告を掲載するなどの事業を行いました。

デマンド型乗合タクシーを基本として、全市の公共交通システムの運行
を行いました。

市民の初期救急医療センターとして夜間急病セ
ンターを開設しました。

クラムザッハから市への公式訪問を受け、安曇野市
として姉妹都市提携の調印を行いました。また東京
都江戸川区と友好都市提携の再締結しました。

市民の利便性とサービス向上のた
め、豊科総合支所・三郷総合支所
に自動交付機を設置しました。

平成 18 年度からの繰越事業である中部・南部給食センターの建設を完
了しました。

計画づくり中心
だったのが、稼働
に移っていった
年度だったんだね。

設
増
機
付
交
動
自
等
票
民
住
■

5 4

■特集　決算公表

広報あづみの　2008.10.22 2008.10.22　広報あづみの

2 億　 
4,360 万円

420 万円655 万円

12 億　
7,800 万円

3,055 万円

7 億　
4,519 万円

827 万円

4,662 万円

2,012 万円
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決
算
状
況
を
ま
と
め
る
中
で
は
、

各
種
の
財
政
指
標
等
の
算
定
も
行
い

ま
す
。

　

グ
ラ
フ
は
、
平
成
18
年
度
を
基
準

と
し
て
、
平
成
19
年
度
の
各
指
標
の

変
化
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
グ
ラ
フ

が
外
側
に
広
が
っ
た
方
が
、
財
政
状

況
と
し
て
は
、
好
転
し
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
の

強
弱
を
示
す
指
数
で
す
。
地
方

交
付
税
の
基
準
財
政
収
入
額
、

基
準
財
政
需
要
額
か
ら
計
算
さ

れ
ま
す
が
、「
１
」
以
下
で
あ

れ
ば
、
そ
の
不
足
部
分
は
地
方

交
付
税
が
交
付
さ
れ
、「
１
」

以
上
で
あ
れ
ば
、
地
方
交
付
税

は
不
交
付
と
な
り
、
自
前
の
財

源
だ
け
で
い
わ
ゆ
る
「
標
準
的

行
政
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
と
判
定
さ
れ
ま
す
。

県
内
19
市
の
中
で
は
８
番
目

で
し
た
。
19
市
の
平
均
は
０
・

６
０
９
な
の
で
平
均
以
上
の
財

政
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
の
借
金
で
す
。

一
人
当
た
り
の
地
方
債
残
高

（
借
金
残
高
）
は
１
４
８
５
円

ほ
ど
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

主
に
保
育
園
・
児
童
館
・
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
の
た
め
に
借
り
入

れ
た
た
め
で
す
。
地
方
債
残
高

と
し
て
は
、
若
干
増
え
ま
し
た

が
、
借
入
額
は
前
年
度
に
比
べ

９
・
７
％
の
減
と
な
り
、
特
に

将
来
の
財
政
状
況
を
圧
迫
す
る

ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方

債
残
高
は
普
通
会
計
分
と
し
て
、

３
６
５
億
１
千
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
下
水
道
・
水

道
事
業
等
、
特
別
会
計
・
公

営
企
業
会
計
を
合
計
す
る
と

９
６
７
億
９
千
万
円
に
な
り
ま

す
。

　

地
方
債
の
元
利
償
還
金
に
加

え
、「
地
方
債
の
元
利
償
還
金
に

準
ず
る
も
の
（
＝
準
元
利
償
還

金
）」が「
標
準
財
政
規
模
」
に

占
め
る
割
合
を
表
す
も
の
で
、

18
％
以
上
に
な
る
と
地
方
債
の

借
り
入
れ
に
許
可
を
要
す
る
よ

う
に
な
り
、
25
％
以
上
に
な
る

と
地
方
債
の
発
行
が
一
部
制
限

さ
れ
ま
す
。
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
公
債
費
等
と
い
う
義
務
的

経
費
か
ら
み
る
も
の
で
す
。
昨

年
度
に
比
べ
０
・
６
％
上
昇
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
下
水
道
事
業

等
の
公
債
費
へ
の
繰
出
金
が
増

加
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因

で
す
。
し
か
し
借
入
許
可
を
要

す
る
18
％
に
は
余
裕
が
あ
り
ま

す
。

　

全
国
的
に
公
務
員
を
減
ら
す

努
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
定

員
の
削
減
を
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、市
で
は
、

合
併
に
よ
る
行
政
管
理
部
門
の

統
合
等
と
も
相
ま
っ
て
職
員
数

の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

人
口
一
人
当
た
り
の
人
件

費
・
物
件
費
等
は
７
千
円
余
増

加
し
ま
し
た
。
合
併
の
効
果
に

よ
っ
て
人
件
費
は
減
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
地
図
情
報
シ
ス
テ

ム
統
合
経
費
等
が
増
額
と
な
り

全
体
的
に
は
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
行
政
改
革
等
を
進
め
、
よ

り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

経
常
的
に
支
出
す
る
経
費

（
経
常
的
経
費
）
の
た
め
に
「
経

常
一
般
財
源
」（
市
税
・
地
方

交
付
税
等
）
が
ど
れ
だ
け
消
費

さ
れ
た
か
を
示
す
比
率
で
す
。

　

経
常
収
支
比
率
は
３
・
１
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。（
昨

年
度
84
・
５
％
）
こ
れ
は
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
や
老
人

保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が

増
加
し
た
ほ
か
、
特
に
下
水
道

事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
加

し
た
こ
と
が
要
因
で
す
。
全
国

自
治
体
の
現
在
の
財
政
状
況
の

中
で
は
お
お
む
ね
適
正
な
状
況

と
と
ら
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
指
標
か
ら
み
て
も
、
市
の
財

政
状
況
は
健
全
財
政
が
維
持
さ

れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

■
財
政
指
標

財
政
力
指
数

地ち
ほ
う
さ
い

方
債
残
高

職
員
数

経け
い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
し

常
収
支

比
率

実じ
っ
し
つ
こ
う
さ
い
ひ

質
公
債
費　
　

比
率

1 2 3 4 5 6

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で

チ
ェ
ッ
ク
！

行政の
効率化は
進んでいるんだ。

次ページ
からは
新指標で
説明！

財政の体力
をみる…

財政の
借金をみる…

借金の財政
負担をみる…

人口当たり
の職員数

行政運営
経費をみる…

財政の
ゆとりをみる…

財政力指数 地
ち ほ う さ い

方債残高 実
じっしつこうさいひ

質公債費比率 職員数 人件費・物件費等 経
けいじょうしゅうし

常収支比率

合併の効果は？
安曇野市の財政体力は？

０
・
６
３
６

人
口一
人
当
た
り
残　
　

高

37
万
３
９
２
４
円

14
・
４

人
口
千
人
当
た
り
職　
員

６
・
95
人

人
件
費
・

物
件
費
等

人
口
一
人
当
た
り
11
万
３
９
５
３
円

87
・
６

　

安
曇
野
市
と
し
て
は
、
３
回

目
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、

合
併
の
効
果
や
行
政
改
革
に
よ

る
行
政
効
率
化
の
一
端
が
表
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。一
方
、経
常
収

支
比
率
の
上
昇
の
原
因
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
他
会
計
へ
の
繰

出
金
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
そ
の
会
計
の
必
要
経
費
が

増
大
し
て
い
る
た
め
で
す
。
本

年
度
か
ら
は
新
た
な
指
標
と
し

て
、財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
、

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤

字
比
率
・
将
来
負
担
比
率
が
公

表
と
な
り
ま
し
た
（
次
ペ
ー
ジ

か
ら
詳
し
く
掲
載
）。
各
会
計

は
赤
字
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
赤

字
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

将
来
負
担
比
率
は
47
・
１
％
と

な
り
ま
し
た
。
数
字
と
し
て
は

高
い
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
の
財
政
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
注
視
さ
れ
て
い
く

も
の
に
な
り
ま
す
。

■
総　

評

分　 析 「決算統計」でみる市の財政状況
5 4

6 12

3

広報あづみの　2008.10.22 2008.10.22　広報あづみの

1. 財政力指数

2. 地方債残高
　（人口一人当たり）：円

3. 実質公債費比率

4. 職員数（人口 1,000 人当たり）

5. 人件費・物件費等
　（人口一人当たり）：円

6. 経常収支比率
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平
成
19
年
度
に
成
立
し
た
「
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
で
定
め
ら
れ
た
指
標
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
性
を

示
す
も
の
で
、
そ
の
比
率
に
応
じ
て

財
政
の
早
期
健
全
化
お
よ
び
財
政
の

再
生
等
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

公
表
す
る
こ
と
と
な
る
健
全
化
判

断
比
率
は
「
実
質
赤
字
比
率
」「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」「
実
質
公
債
費

比
率
」「
将
来
負
担
比
率
」
の
４
つ

の
指
標
と
公
営
企
業
会
計
を
対
象
と

し
た
「
資
金
不
足
比
率
」
で
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
が
早
期
健
全
化

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
財
政
健

全
化
計
画
を
、
財
政
再
生
基
準
以
上

の
場
合
は
財
政
再
生
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
資
金

不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以
上

と
な
っ
た
場
合
は
経
営
健
全
化
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
市

の
平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定

さ
れ
た
各
比
率
は
、
下
表
（
表
１
～

４
）
の
と
お
り
す
べ
て
基
準
を
下
回

り
ま
し
た
。

■
実
質
赤
字
比
率
の
状
況

　

平
成
19
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、

一
般
会
計
等
に
当
た
る
一
般
会
計
、

同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
特
別
会
計
と
も
実
質
収
支
が
黒
字

な
の
で
、
実
質
赤
字
比
率
は
「
－
」

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
実
質
赤
字
比

率
は
、
比
率
の
高
さ
以
前
に
、
そ
の

値
が
算
出
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
自
治

体
に
と
っ
て
憂
慮
さ
れ
る
も
の
で
す

が
、
安
曇
野
市
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
全
く
問
題
の
無
い
財

政
状
況
で
す
。

　

な
お
、
参
考
ま
で
に
黒
字
額
を
標

準
財
政
規
模
で
除
し
て
、
黒
字
額
の

比
率
と
し
て
算
出
す
る
と
「
０
・
５

％
」
と
な
り
ま
す
。

■
実
質
公
債
費
比
率
の
状
況

　

実
質
公
債
費
比
率
の
算
出
は
、
３

カ
年
の
平
均
で
あ
る
た
め
14
・
４
％

と
な
り
ま
し
た
。
単
年
度
は
平
成
17

年
度
12
・
８
％
、
平
成
18
年
度
15
・
２

％
、
平
成
19
年
度
15
・
３
％
と
な
り

ま
す
。
平
成
17
年
度
は
、
下
水
道
整

備
基
金
を
取
り
崩
し
、
下
水
道
事
業

の
公
債
費
に
対
す
る
繰
出
金
を
意
図

的
に
低
く
抑
え
た
た
め
、
例
外
的
に

低
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
18
年

度
、
19
年
度
は
、
ほ
ぼ
同
水
準
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

■
連
結
実
質
赤
字
比
率
の
状
況

　

平
成
19
年
度
決
算
は
、
全
会
計
と

も
黒
字
に
な
っ
た
た
め
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
は
「
－
」
と
な
り
ま
し
た
。

参
考
ま
で
に
黒
字
額
を
基
に
比
率
を

算
定
す
る
と
「
18
・
４
％
」
と
な
り

ま
す
。
実
質
赤
字
比
率
と
同
様
に
、

こ
の
比
率
も
算
出
さ
れ
る
こ
と
自
体

が
自
治
体
に
と
っ
て
憂
慮
さ
れ
る
も

の
で
す
。
市
は
連
結
実
質
赤
字
比
率

も
算
定
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
す
べ

て
の
会
計
で
健
全
な
財
政
運
営
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
政
破
綻
を
防
ぐ

新
た
な
指
標

法改正で５つの新指標
すべて基準をクリア

2 連
れんけつじっしつあかじ

結実質赤字比率
　安曇野市のすべての会計の赤字額と黒字額を合算し、地方公
共団体としての赤字の程度を指標化したものです。
　実質赤字比率と同様、全会計の集計の結果、黒字であれば、
「－」で表示し、赤字となればその額を標準財政規模で除して、
その比率を算定します。
　早期健全化基準は、公営企業分の経営健全化等を踏まえて、
実質赤字比率の基準値に 5％を上乗せする値とされ、財政再生
基準は同じ考え方に基づき 10%を上乗せした 30％が基準値と
されました。（経過措置があり市町村は 40％）

　借入金（公債費）の返済額やこれに準じるものの額の大きさを指
標化し財政負担の程度を示すものです。従来では反映されなかった
特別会計・公営企業会計の公債費への一般会計繰出金や一部事務組
合の公債費への負担金等を算入し、「標準財政規模」と比較して指
標としたものです。このため比率が高くなりますと財政の弾力性が
低下し、他の経費を削減していかないと財政運営の硬直化が高まる
など、一般会計の資金繰りの危険度を示す指標となっています。早
期健全化基準、財政再建基準については、現行の地方債協議・許可
制度にのっとり、25％が早期健全化基準とされ、35％が財政再生
基準とされました。

3 実
じっしつこうさいひ

質公債費比率

平成 19年度安曇野市の標準財政規模　23,259,933 千円
（単位：千円）

1 実
じっしつあかじ

質赤字比率
　一般会計等の赤字の程度を指標化したもの
です。赤字部分を対象としますので、実質収
支額が黒字であれば、「－」で表示し、赤字で
あれば、その額を標準財政規模で除して、そ
の比率を算出します。
　財政再生基準は「地方財政再建特別措置法」
の再建団体該当要件の実質赤字比率 20％を引
き継ぎ、同じ値とされました。
　早期健全化基準は、標準財政規模によって
10％から 2.5％の範囲で自治体ごとに算定さ
れますが、安曇野市は 12.21％になります。
この比率を超えると「財政健全化計画」を策
定しなければならないことになります。
※「－」は当該比率が生じていない（黒字である）ことを表
　しています。
※財政健全化法では一般会計と同和地区会計を加えたもの
　を「一般会計等」と区分しています。

より精密に
財政状況が
チェックできる
ようになったんだね。

表 2

表 1

表 3

表 4

（単位：千円）

広報あづみの　2008.10.22 2008.10.22　広報あづみの
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（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）
平
成

18
年
度
、
19
年
度
を
比
較
す
る
と
一

般
会
計
に
お
け
る
公
債
費
と
、
公
営

企
業
の
公
債
費
へ
の
繰
出
金
が
そ
れ

ぞ
れ
１
億
５
千
万
円
程
増
え
て
い
ま

■
将
来
負
担
比
率
の
状
況

　

将
来
負
担
比
率
の
算
定
に
用
い
ら
れ
る

将
来
負
担
額
は
、
お
よ
そ
７
２
９
億
円
と

な
り
ま
す
。

　

一
方
、
充
当
可
能
基
金
が
１
１
０
億

円
、
特
定
財
源
見
込
額
が
６
億
円
、
基
準

財
政
需
要
額
算
入
見
込
額
が
５
２
２
億
円

あ
り
、
実
質
的
な
負
担
額
は
約
91
億
円
と

な
り
ま
す
の
で
、
将
来
負
担
比
率
は
47
・

１
％
と
な
り
ま
す
。

　

将
来
負
担
額
の
主
な
も
の
は
、
地
方
債

の
残
高
（
一
般
会
計
等
）
３
６
５
億
円
、

公
営
企
業
債
等
に
係
る
繰
入
見
込
額
２
４

２
億
円
で
す
が
、
こ
の
大
半
が
交
付
税
措

置
の
あ
る
地
方
債
で
あ
る
た
め
、
前
述
の

と
お
り
５
２
２
億
円
が
基
準
財
政
需
要
額

算
入
見
込
額
と
し
て
控
除
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
基
金
の
額
も
多
額
で
あ
り
、
こ

の
分
も
控
除
さ
れ
る
の
で
、
将
来
負
担
比

率
は
健
全
化
判
断
基
準
に
比
べ
、非
常
に

低
い
比
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

制
度
上
、
充
当
可
能
基
金
が
控
除
さ
れ

る
た
め
低
い
比
率
に
な
り
ま
し
た
が
、
基

金
の
大
半
は
特
定
目
的
基
金
で
あ
り
、
基

金
の
目
的
に
沿
っ
て
今
後
取
り
崩
し
が
行

わ
れ
る
と
、
こ
の
要
因
だ
け
を
と
っ
て
も

将
来
負
担
比
率
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

現
時
点
の
将
来
負
担
比
率
は
低
い

比
率
で
す
が
、こ
れ
に
安
心
し
て
、今

後
の
実
施
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
と
、

基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
で
控
除
額
を

少
な
く
し
、
ま
た
地
方
債
を
借
り
入

れ
、
地
方
債
残
高
を
引
き
上
げ
る
結

果
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は
悪

い
相
乗
効
果
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

す
。
ま
た
、
公
債
費
に
準
ず
る
債
務

負
担
行
為
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て

は
、
平
成
18
年
度
の
安
曇
野
広
域
排

水
事
業
（
国
営
事
業
）
受
益
者
負
担

金
に
係
る
債
務
負
担
行
為
に
よ
り
４

８
０
０
万
円
程
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
一
部
事
務
組
合
等
の
公
債

費
に
対
す
る
負
担
金
は
、
６
千
万
円

程
減
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
公
債
費
、
公

営
企
業
の
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
交

付
税
措
置
と
し
て
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
さ
れ
、
実
質
公
債
費
比
率
の

算
定
で
は
こ
の
分
が
控
除
さ
れ
ま
す

の
で
、
比
率
の
算
定
上
に
は
大
き
な

影
響
は
与
え
ま
せ
ん
。

　

債
務
負
担
行
為
に
係
る
も
の
の
増

加
と
、
一
部
事
務
組
合
等
の
公
債
費

に
係
る
負
担
金
の
減
少
は
、
ほ
ぼ
相

殺
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
、
19

年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
ほ
ぼ

同
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
の
早
期
健
全
化

基
準
は
25
％
で
あ
り
、
こ
れ
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
曇
野

市
の
財
政
は
健
全
と
い
え
ま
す
。

■
資
金
不
足
比
率
の
状
況

　

資
金
不
足
額
と
は
、
基
本
的
に
は

流
動
負
債
と
流
動
資
産
の
差
額
を
い

い
ま
す
。
流
動
負
債
の
方
が
多
く
資

金
不
足
額
が
生
じ
て
い
れ
ば
、
１
年

以
内
の
債
務
に
対
す
る
支
払
い
能
力

が
な
い
こ
と
に
な
り
、
経
営
状
況
に

余
裕
が
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
逆

に
流
動
資
産
の
方
が
多
け
れ
ば
、
１

年
以
内
の
債
務
を
一
時
に
果
た
し
て

も
な
お
余
裕
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、

突
発
的
な
事
項
に
対
処
可
能
な
経
営

状
況
と
判
断
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
公
営
企
業
の
成
り
立
ち
に
も
よ
り

ま
す
が
、
平
成
19
年
度
の
決
算
に
お

い
て
は
、
す
べ
て
の
公
営
企
業
に
お

い
て
、
余
裕
の
あ
る
経
営
状
況
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。 　公営企業の資金不足を、公営企業の

事業規模である料金収入の規模と比較
して指標化し、経営状況の深刻度を示
すものです。
　この指標は、公営企業ごとに算出し、
これをもってその公営企業の経営状況
を審査します。事業の性質上、事業開
始後、一定期間、構造的に資金の不足
する事業がある場合は、その額を「解
消可能資金不足額」として控除するこ
とになっています。
　財政健全化比率については、地方債
の協議・許可制度移行基準の 10％の
2 倍の 20％とされています。

4 資
しきん ふ そ く

金不足比率

　地方公共団体の一般会計の借入金（公債費）や
将来支払っていく可能性のある負担等の程度を指
標化し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどう
かを示すものです。
　地方公共団体が背負っている将来負担は、地方
債残高、債務負担行為支出予定額などそれぞれ個
別に、また会計ごとに表されてきました。
　これらは金額として表示されてきましたので、
その金額が適度なものなのか、あるいは過大なも
のなのかを判断することができませんでした。
　また、地方公共団体の負担については、一部事
務組合や第三セクターにおよぶ場合もありますが、
各地方公共団体にとって、その分の将来負担がど
の位になるのかなどを表す手法は全くと言ってよ
いほど存在しませんでした。
　この将来負担比率は、公営企業会計を含む地方
公共団体の全会計、および地方公共団体と密接な
関係にある外部団体までを含む「地方債残高」、「債
務負担行為に基づく支出」、「実質赤字額」などが「標
準財政規模」に対してどの程度になるかを表す指
標です。
　ただし、あくまで地方公共団体が一般会計等に
おいて負担すべき額に基づいて計算しますので、
特別会計や一部事務組合、第三セクターなどの設
置意義や財務・経営状況等に基づいて当該会計、
あるいは当該団体等自らが負担すべき部分は除い
て算定します。
　また、将来負担に対してその財源とすることが
見込める基金や特定財源、交付税措置見込み額な
どを控除して算定します。
　将来負担比率の財政健全化基準は、実質公債費
比率の財政健全化基準に相当する将来負担額の水
準と平均的な地方債の償還年数を勘案して 350％
とされています。
　なお、財政再生基準は定められていません。

5 将
しょうらいふたん

来負担比率

基準を大きく
下回り、健全！

広報あづみの　2008.10.22 2008.10.22　広報あづみの
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本
庁
舎
等
建
設
審
議
会
へ

　

本
庁
舎
等
建
設
検
討
委
員
会
か
ら

提
言
書
を
受
け
（
広
報
あ
づ
み
の
5

月
号
参
照
）、市
で
は
本
庁
舎
等
の
建

設
基
本
構
想
の
策
定
に
向
け
て
の
調

査
と
研
究
を
行
う
附
属
機
関
「
本
庁

舎
等
建
設
審
議
会
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
審
議
会
は
、
公
募
に
よ
り

選
考
さ
れ
た
市
民
６
人
を
含
め
25
人

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
6
日
に
開
催
し
た
第
１
回
審

議
会
で
は
、
市
長
が
委
員
の
委
嘱
を

行
い
、
本
庁
舎
等
の
建
設
に
関
す
る

事
項
を
諮
問
し
ま
し
た
。
こ
の
諮
問

を
受
け
、
本
庁
舎
等
建
設
審
議
会
で

は
、
本
庁
舎
等
の
規
模
と
機
能
、
建

設
候
補
地
な
ど
に
つ
い
て
調
査
と
研

究
を
行
い
、
建
設
基
本
構
想
そ
の
他

必
要
な
事
項
を
来
年
7
月
ま
で
に
答

申
す
る
予
定
で
す
。

地
域
審
議
会
へ

　

地
域
審
議
会
は
、
合
併
前
の
町
村

を
単
位
と
し
設
置
し
て
い
る
市
の
附

属
機
関
で
、
公
募
も
含
め
、
そ
れ
ぞ

れ
15
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

本
庁
舎
等
の
規
模
や
機
能
の
検
討

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
総
合
支
所
の

機
能
や
規
模
の
あ
り
方
の
検
討
が
大

き
く
関
係
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
10
月
8
日
に
は
、

市
長
が
各
地
域
審
議
会
に
対
し
、
行

政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
本
庁
舎

の
建
設
を
前
提
と
し
た
総
合
支
所
に

必
要
不
可
欠
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
諮
問
し
ま
し
た
。
こ
の
答
申
に

つ
い
て
は
、
来
年
2
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
各
審
議
会
の
会
議

録
（
要
旨
）
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.city.azum

ino.nagano.jp

）

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
総
務
課
庶
務
係

　
（
71・２
０
０
０ 

71・５
０
０
０
）

　市役所本庁舎等の建設基本構想その他必要な事
項に関することについて諮問しました。

諮問の趣旨（原文）

　安曇野市が誕生して３年が過ぎました。市は目
指すべき将来像とその実現に必要な諸施策の方向
性を定め、市政の最も基本となる「第１次安曇野
市総合計画」を策定し、これからのまちづくりを
進めています。また、合併による効果を最大限活
かし、限られた財源の中で効果的な施策を展開し、
柔軟で効率的、そして透明性の高い行財政運営を
行っていくために「行財政改革大綱 ( 第１次 )・行
政経営改革プラン」を策定し行政改革に取組んで
おります。
　具体的な取組みの一つとして、総合計画では『本
庁舎等の建設検討』を、行政経営改革プランでは、

『本庁・総合支所の総合的な見直し』を位置づけて
います。

　ご承知のとおり安曇野市は平成 17 年 10 月 1 日
の合併以来、旧南安自治会館を市役所の本庁舎と
して活用しています。現在の本庁舎は極めて狭隘
なために、当面の間の措置として、旧町村役場庁
舎を活用し本庁機能を８つの庁舎に分散させる「分
庁方式」を採用しています。
　しかしながら、合併後３年が経過し、市庁舎を
利用する市民の利便や行政運営面で様々な不具合
も生じてきています。また、施設の老朽化も大き
な課題となっています。本庁機能を１か所に集約
することで、より専門性を持った職員による質の
高い行政サービスを提供し、併せて適切な定員管
理を図ることができると考えています。
　そこで、市では平成 18 年 11 月に庁内組織であ
る「安曇野市行政機構等研究委員会」を設置し、
庁舎の現状と課題をとりまとめたうえで、新たな
本庁舎が必要である旨の報告書を市長に提出しま
した。
　これを受け、市民を含めたなかで、本庁舎等の
建設の必要性について協議していただくため、平
成 19 年 10 月に「安曇野市本庁舎等建設検討委員
会」を設置し、白紙の状態から慎重に協議いただ
きました。その結果、「本庁舎を建設することが必

要である」との意見統一がされ、平成 20 年４月に
「本庁舎等建設についての提言書」が市長に提出さ
れました。
　これまでの検討経過を踏まえ、市では新たな本
庁舎建設を推進することが必要であると考え、平
成 20 年第２回安曇野市議会臨時会（7 月）において、
地方自治法第 138 条の４第３項の規定に基づく附
属機関として、「安曇野市本庁舎等建設審議会」の
設置についての条例を上程し、認められたところ
であります（※１）。
　審議会において、あらためて本庁舎等を建設す
るための課題について調査及び研究を行ったうえ
で、建設基本構想その他必要な事項について答申
いただきますようお願いいたします。

　行政改革を推進するために本庁舎の建設を前提
とした、貴地域の総合支所に必要不可欠な市民サー
ビスについて諮問しました。

諮問の趣旨（原文）

（冒頭の内容は、本庁舎等建設審議会の諮問の趣旨
と※１まで同文）
　今後さらに具体的にこの本庁舎等の建設検討を
進めていくには、総合支所のあり方についての検
討が不可欠になります。本庁舎と総合支所の規模、
機能等が相互に密接な関わりを持つからです。
　そこで、行政改革を推進するために本庁舎の建
設を前提とした、貴地域の総合支所に必要不可欠
な市民サービスについて答申いただきますようお
願いいたします。

本 庁 舎 等 の 建 設 基 本 構 想 の 策 定に向け

本庁舎等建設審議会へ諮問
市役所の本庁舎等の建設に関する事項を本庁舎建設審議会へ、
また、総合支所に必要不可欠な市民サービスについて地域審議会へ諮問しました。

１ 本庁舎等建設審議会への諮問内容

２ 地域審議会への諮問内容

検討組織 時　期 検討内容

安曇野地域
合併協議会

平成17年２月

【合併協定書より抜粋】
４．新市の事務所の位置
（１）新市の事務所の位置は、当面の

間、豊科町大字豊科 4932 番地 46
（南安自治会館）とする。

（２）新庁舎については、住民の利便
性、交通事情及び他の官公署との
関係等を考慮し、新市において検
討する。

安曇野市
行政機構等
研究委員会

（庁内組織）

平成18年11月～

庁舎の老朽化・耐震化等の状況、「分
庁方式」による市民の不便や行財政運
営上の非効率性について「安曇野市の
庁舎の現状と課題」として平成 19 年
10 月に市長へ報告。

安曇野市
本庁舎等建
設検討委員
会（市民組
織）

平成19年10月～

市民サービスを優先することを基本に
しながら適切な規模の本庁舎を建設す
ることが必要である旨の「本庁舎等建
設についての提言書」を平成 20 年４
月に市長へ提出。

安曇野市
本庁舎等建
設審議会

（市民組織）

平成20年10月～

上記の提言書を受け、本庁舎の建設候
補地、本庁舎の規模・機能等について
具体的な調査・研究を行い、その結果
を平成 21 年度に市長へ答申予定。

これまでの検討経過

本庁舎等建設審議会へ諮問

地域審議会へ諮問
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　第３回安曇野フェスタ（同実行委員会
主催）が 10 月 4 日、国営アルプスあづ
みの公園で開かれました。コスモスで彩
られた園内では、安曇野の特産品の販売
や緑化体験教室などの催しをはじめ、歌
や踊り、演奏など盛りだくさんのステー
ジイベントが開かれ、市内外から訪れた
約１万７千人の来場者は、それぞれに秋
晴れの安曇野を満喫しました。また、野
菜や米、信州サーモンなど安曇野産にと
ことんこだわった「安曇野定食」を販売。
用意していた 1,000 食は 2時間あまりで完
売となりました。千曲市から訪れた今井
さん一家は「地元産で作ったと聞いて感
心しました。どのお料理もおいしいです
ね」と感想を話してくれました。

　ふれあいコンサート（安曇野警察署主催）が
10 月 4 日、安曇野スイス村サンモリッツで開か
れました。コンサートに先立ち、防犯ボランティ
ア団体「劇団あやめ」（明科）の皆さんが寸劇を
披露。増加傾向にある振り込め詐欺を取り上げ、
被害をなくすには日ごろから家族と地域のきず
なが大切と呼びかけました。その後、県警音楽
隊による演奏やカラーガード隊の演技が行われ
ました。警察車両の展示や試乗も行われ、白バ
イに試乗した長橋克弥くん（小４）は、「白バイ
がかっこいい。来年もまた来たい」と話してく
れました。

　市では料理研究家・山本麗子さんを講師に迎
えた介護予防講演会を 9月 4 日、堀金総合体育
館で開催しました。山本さんは、笑顔になるこ
とで自然と幸せを感じるようになった経験など
を紹介し、「ありがとうと言おう。ありがとうが
なければ私は料理を作っていなかったかもしれ
ない」。「一人で食べている人は、お友達と食べ
る機会を設けてほしい」などと語りました。ま
た後半には、参加者の質問を受け、高齢者も食
べやすいキャベツの調理法などを紹介し、250
人ほどの参加者は、メモを取るなど熱心に聞き
入っていました。

10/4　安曇野フェスタ

10/4　ふれあいコンサート

9/4　料理研究家・山本麗子さん講演会

大人気！ 安曇野定食

きずなで防犯力アップ

笑顔は幸せを呼ぶ

15

　豊科南穂高の重柳アカシヤ会（臼井幾子
代表）はこのたび、「社会参加活動事例」に
県内で唯一選出されました。この事例選出
事業は、高齢者の団体が社会とのかかわり
を持ちながら、生き生き活動している事例
を広く紹介するため内閣府が行っているも
のです。同会は平成 10 年に発足。21 人の会
員が手芸などを中心に月１回活動しており、
長年の実績が認められ選出されました。役
員に活動状況を尋ねると「活動はもちろん、
その後のお茶も楽しみ。和気あいあいとやっ
ています」と充実した様子を話してくれま
した。

　市では 9月 8日、高齢者祝賀事業として、
平林市長が市内男性の最高齢者である小林
達郎さん（104 歳・豊科南穂高）を訪問し、
お祝い品を手渡しました。
　小林さんは、明治から昭和初期にかけて
多くの逸材を育てた研成義塾の元塾生。「父
は塾での教えを受け継ぎ、常に自己規制を
し続け、研究心も旺盛です」と話す息子・
正樹さんの話から、長寿の秘けつがうかが
えました。

　市の総合防災訓練を、10 月 5 日堀金
地域で実施しました。訓練は地域の自
主防災組織や市民、消防団のほか、市
と災害協定を結ぶ医師会や中部電力な
ど計 17 の団体、企業も初参加した大規
模なものとなりました。
　会場となった堀金小学校グラウンド
では、消火訓練や倒壊家屋からの被災
者救助、応急手当訓練などに市民が参
加。体育館では、けがの程度によりそ
の後の治療や対処の優先順位を判定す
る「トリアージ」訓練も実施されました。
　今後市では、改善点などの情報をと
りまとめ、さらなる災害対応力の向上
を図ります。

9/15　重柳アカシヤ会に表彰

9/8　最高齢者にお祝い品伝達

10/5　総合防災訓練

県内唯一の選出

研成義塾の教え、今も

大規模災害に備えて

広報あづみの　2008.10.22 2008.10.22　広報あづみの
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市民活動地域医療 市民活動センター「くるりん広場」がオープン安曇野赤十字病院の建て替え工事が始まる

オープンに先立ち、センターの運営管理に

関してパートナーシップ協定を結んだ。

式典には、日赤や近隣住民、周辺自治体関係者

など約 100 人が出席した。

　市民と行政の協働によるまちづくりの拠点として開設準
備が進んでいた市民活動センター（通称名：くるりん広場）
が、10 月 7 日穂高総合支所西にオープンし、関係者約 120
人が見守る中、オープニングセレモニーが行われました。
　運営を担う「わの会」代表の今泉 一さんは、「市民活動
のためのベースキャンプができた。手探りで進めることに
なるが、主役は市民。住みよいまちとするため取り組んで
いきたい」とあいさつしました。

豊科の安曇野赤十字病院は 10 月 1 日、建て替えの起工式
を現病院の西側で行い、平成 22 年 7 月の新病棟使用開始を
目指して工事をスタートしました。
市はこれまで建設支援検討委員会を組織し、要望書の提
出などを行ってきましたが、建設事業へは合併特例債を活
用し、３カ年で 36 億円余を補助する予定です。
近隣自治体代表としてあいさつした平林市長は、「高次医
療を担う中核病院として、地域住民には必要不可欠と考え
ている。皆さんが安心できる施設となって欲しい」と話し
ました。
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う
養
を
目
る
見

　

な
と
心
中
が
員
委
会
議
協
進
推
挙
選

配
を
ど
な
シ
ラ
チ
る
け
か
び
呼
を
票

警
野
曇
安
と
会
合
連
会
協
犯
防
野
曇
安

は
署
察

10
月
6

危ない場所＝
入りやすい場所＋見えにくい場所

誰にもじゃまされずに、自分の考えで正しく投票する選挙を
進めるため、「明るい選挙推進運動」に取り組んでいます。

明るい選挙
投票率向上を願って

作
佳

年
６
校
学
小
郷
三

 

羽
赤

 

品
作
の
ん
さ
子
里
由

等
２

年
１
校
学
中
金
堀

 

澤
清

 

品
作
の
ん
さ
夏
千

氏　名 住　所
熊藤  岩雄 豊科（成相区）
中山  芳子 豊科（新田区）
古幡  孝朗 穂高（牧区）
矢野口 和弘 穂高（新屋区）
丸山  康子 穂高（等々力町区）
中田  正志 三郷（南小倉区）
新井  裕子 三郷（一日市場区）
平倉  勝美 堀金（倉田区）
小林  愼治 明科（明科区）
望月  静美 明科（明科区）

市明るい選挙推進協議会委員（敬称略）
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◇
記
念
館
コ
ン
サ
ー
ト

　

渡
辺
し
お
り
さ
ん
、
臼
井
文
代
さ

ん
を
お
迎
え
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
21
日
（
金
）
午
後
6

時
30
分
開
場
・
午
後
７
時
開
演

■
場
所　

Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
チ
ロ
ル

■
出
演

渡
辺 

し
お
り
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

臼
井 

文
代
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

■
入
場
料　

１
、
０
０
０
円

■
定
員　

70
人

■
申
し
込
み　

記
念
館
窓
口
で
チ
ケ

ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。

◇
飯
沼
冬
彦
先
生
の

　
　
「
第
８
回
お
も
し
ろ
自
然
教
室
」

　

有
明
山
神
社
周
辺
を
散
策
し
な
が

ら
初
冬
の
植
物
を
観
察
し
ま
す
。
身

近
な
植
物
を
一
緒
に
楽
し
く
観
察
し

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
15
日
（
土
）

午
前
9
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

有
明
山
神
社
（
穂
高
）、

田
淵
行
男
記
念
館

※
集
合
は
有
明
山
神
社
駐
車
場

■
講
師　

飯
沼 
冬
彦
さ
ん

（
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

■
定
員　

28
人

■
受
講
料　

４
０
０
円
（
受
講
料
、

入
館
料
、
保
険
料
な
ど
）

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
筆
記
用
具
、

雨
具
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど

■
申
し
込
み　

10
月
28
日
（
火
）
～

11
月
9
日
（
日
）
ま
で
に
、
受
講

料
を
添
え
て
記
念
館
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

lifelong
learning news
No.36

生涯学習だより
安曇野市教育委員会

◇
企
画
展
「
写
蝶
の
世
界
～

　

田
淵
行
男
の
細
密
画
～
」

　

田
淵
行
男
は
１
９
０
５
年
に
鳥
取

県
黒
坂
村（
現
・
日
野
町
）に
生
ま
れ
、

自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
ち
ま
し

た
。
少
年
期
の
田
淵
の
興
味
は
、
小

さ
な
生
き
物
た
ち
へ
と
向
か
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
蝶
へ
の
関
心
は
高
く
、

少
年
期
か
ら
カ
ラ
ー
の
図
鑑
が
欲
し

い
と
望
む
の
で
す
が
、
高
価
で
容
易

に
手
に
入
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

手
に
入
っ
た
と
し
て
も
、
当
時
の
印

刷
技
術
で
は
満
足
で
き
る
も
の
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
自
分

で
描
い
て
し
ま
え
、
と
ば
か
り
に
始

め
た
の
が
蝶
の
細
密
画
で
す
。彼
は
、

こ
の
細
密
画
を
経
文
を
写
す「
写
経
」

に
な
ぞ
ら
え
、「
写し
ゃ
ち
ょ
う蝶
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　

精
魂
を
込
め
て
絵
筆
に
託
し
た
蝶

の
姿
か
ら
、
田
淵
行
男
の
大
い
な
る

自
然
へ
の
愛
情
を
感
じ
て
く
だ
さ

い
。

■
会
期　

10
月
21
日
（
火
）
～

　

11
月
24
日
（
月
）

■
場
所　

記
念
館
１
階
展
示
室

◇
特
別
展
「
昆
こ
ん
ち
ゅ
う蟲
放
談
～
小
山
内
龍

　

の
昆
虫
画
～
」

　

田
淵
の
細
密
画
を
集
め
た
企
画
展

に
合
わ
せ
、「
日
本
の
フ
ァ
ー
ブ
ル
」

と
呼
ば
れ
た
小お
さ
な
い

山
内 

龍り
ゅ
う（
１
９
０

４
～
１
９
４
６
）
の
特
別
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

戦
時
下
の
言
論
統
制
の
も
と
、
執

筆
・
作
画
活
動
に
苦
慮
し
な
が
ら
、

子
供
向
け
の
作
品
を
精
力
的
に
生
み

出
し
て
い
た
小
山
内
。
大
空
襲
で
東

京
を
焼
け
出
さ
れ
た
後
、
故
郷
の
北

海
道
大
野
町
（
現
・
北
斗
市
）
へ
疎

開
し
ま
し
た
が
、
翌
年
の
１
９
４
６

年
に
心
臓
病
が
悪
化
し
、
42
歳
の
若

さ
で
他
界
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、
疎
開
先
で

の
わ
ず
か
な
時
間
に
残
さ
れ
た
昆
虫

の
ス
ケ
ッ
チ
を
中
心
に
、小
山
内 

龍

を
振
り
返
る
初
の
回
顧
展
を
開
催
し

ま
す
。

■
会
期　

企
画
展
と
同
じ

■
場
所　

記
念
館
地
階
展
示
室

～
年
賀
状
を
つ
く
ろ
う
編
～

　

住
所
録
の
作
成
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
た
年
賀
状
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

■
開
催
日　

第
１
部
全
３
回

　

11
月
11
・
12
・
13
日
の
３
日
間

第
２
部
全
３
回

　

11
月
26
・
27
・
28
日
の
３
日
間

　
（
第
１
・
２
部
と
も
内
容
は
同
じ
）

■
時
間　

午
前
9
時
30
分
～

　
　
　
　

11
時
30
分

■
場
所　

豊
科
公
民
館
大
会
議
室

■
講
師　

田
中 

さ
お
り
さ
ん

■
対
象
者　

市
内
在
住
者
。
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
人
で
、

文
字
入
力
な
ど
あ
る
程
度
操
作
が

で
き
る
人
（
パ
ソ
コ
ン
が
用
意
で

き
な
い
人
は
相
談
く
だ
さ
い
）。

■
定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

６
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
。

■
申
し
込
み　

豊
科
公
民
館
窓
口
で

10
月
27
日
（
月
）
午
前
9
時
～
受

付
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
不
可
。

問
豊
科
公
民
館（
72・２
１
５
８
）

19

田
淵
行
男
記
念
館

問

	

72
・
９
９
６
４

観
覧
料　

大　
　

人
３
０
０
（
２
０
０
）
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生
２
０
０
（
１
０
０
）
円

　
　
　
　
　
（  

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
開
館
）、

　
　
　
　
　

祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

開
館
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

豊
科
公
民
館
教
養
講
座

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

　安曇野の各工房・アトリエ・クラフトショップ・美術館・ギャラリー・飲食店・宿泊施設・農家など
142 の参加者が、111 の会場で工房の公開・作品展示、創作体験、特別メニューなどの特別企画に取り組み、
安曇野の豊かな文化を発信します。

◇　総合インフォメーションセンター（碌山公園研成ホール）　◇
開設時間　午前９時から午後５時

期間中は、碌山公園研成ホールに総合インフォメーションセンターを設け、以下のイベントも開催します。

～　安曇野スタイル 2008　～
開催期間　10 月 31 日（金）～ 11 月 3 日（月）

■安曇野スタイル 2008 自己紹介ポスター展　　■安曇野スタイル 2007 写真展（写凡クラブ会員協力）
～　期間中常設　～

■「天蚕まゆでコサージュ作り」
10 月 31 日（金）10:00 ～ 16:00（材料費：500 円）

協力：安曇野市天蚕センター

　天蚕は緑色をした野生のカイコで、緑色の繭を作り

ます。その繭を使って、コサージュをつくる、地元で

も好評のワークショップです。素敵なオリジナル作品

を作ってみませんか。制作時間は約１時間です。

■「小枝のおまもり　もりりんを作ろう」
11 月 1 日（土）10:00 ～ 15:00（材料費：200 円）

協力：ちの さなえ さん

　好きな木(さくら、くわ、やなぎ、くるみ)をえらんで、

小枝のおまもりを作ります。小さなお子さまも楽しめ

ます。制作時間は 10 分～ 15 分程です。

■安曇野吹奏楽団「ミニコンサート」
11 月 2 日（日）11:00 ～ 12:00（無料）

出演：安曇野吹奏楽団

演奏予定曲目：「崖の上のポニョ」、「ビリーヴ」他

　安曇野市が誕生した 2005 年 10 月 1 日に発足、

フレッシュな「安曇野吹奏楽団」メンバーによるコン

サート♪様々なジャンルの楽曲を吹奏楽ならではの迫

力でお楽しみください。

■エボニー・アンサンブル「ミニコンサート」
11 月 2 日（日）14:00 ～ 15:00（無料） 
出演：エボニー・アンサンブル

演奏予定曲目：「ゆうぐれについて（夕焼け小焼け変

奏曲）」、「アメージング・グレース」ほか

　ジャズのスラングでクラリネットを意味する『エボ

ニー・スティック』（黒い棒きれ）が楽団の名前の由

来♪クラリネットを中心とした上質なアンサンブルを

お聴きください。

■「沈金作品を作ろう」（ワークショップ）
11月3日（月・祝）10:00～12:00／13:00～16:00

（材料費 800 円）

協力：安曇野髙橋節郎記念美術館

　沈金は漆で仕上げた表面に溝を彫り、その中に金箔・

金粉を漆で定着させる技法です。

　このワークショップでは、はがきサイズの漆パネル

に好きな絵を彫ったあと、かぶれる心配のない工芸漆

と、代用金粉で仕上げます。制作時間は約１時間です。

問安曇野スタイルネットワーク
　　　代表　岡本さん（ 83・5412）または
　文化課文化振興係（ 62・3001 62・3525）

広報あづみの　2008.10.22 2008.10.22　広報あづみの



験
体
り
刈
稲

　

さ
皆
の
組
３
年
４
校
学
小
南
科
豊が

ん

9
月
25

刈
稲
で
ぼ
ん
田
の
く
近
校
学
小
に
緒

行
に
寧
丁
を
業
作
の
で
ま
る
け
掛
に

　

ご
ど
く
か
ぬ
た
い
炊
が
隊
ど
く
か
ぬ

！
売
販
弾
２
第
庫
文
豆

　

し
ま
し
成
完
が
号
５
第
ら
か
号
２
第

　

を
ト
ン
ベ
イ
験

9
月
27

ま
い
行
で
場
広
車
転
自
る
あ
に
い
沿

　

は
日
の
こ

30

が
者
加
参
の
ど
ほ
人

6

辺
周
ラ
ク
ザ
バ
シ
た
し
栽
植
に
月

21

安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス
安曇野ブランドデザイン会議の進ちょく状況などをシリーズでお伝えします

第 7回

20

時
日
■

　

11
月
8

）
土
（
日

　

後
午

1
時
30

所
場
■

　

会
大
館
別
所
支
合
総
金
堀

室
議

師
講
■

　

岡
藤

 
筑
邨

ん
さ

■

題
演
　

来
出
の
で
屋
小
山
る
あ
「

で
ま
」
野
曇
安
「
ら
か
」
事

料
無
場
入
・
要
不
込
申
前
事
※

館
学
文
見
吉
井
臼

（
72

）
６
９
７
５
・

　

催
開
を
室
教
芸
陶
子
親
て
せ
わ
合
に

時
日
■

　

11
月
3

）
祝
・
月
（
日

　

前
午

9
所
場
■

　

館
会
芸
陶
高
穂

師
講
■

　

田
嶋

 

ん
さ
貴
好

象
対
■

　

ん
さ
子
お
の
下
以
生
学
小

者
護
保
の
そ
と

■

員
定
　

30

）
順
着
先
（
度
程
人

■

料
講
受

　　
　
　
　
　

供
子

　
　

円
０
０
８

　

）
む
含
金
料
の
で
ま
げ
上
き

み
込
し
申
■

　

電
へ
館
会
芸
陶
高
穂館

会
芸
陶
高
穂

　
（
82

）
０
５
７
６
・

　

」
ば
ん
ま
や
団
劇
形
人
「の
市
本
松

公
が
品
作
の
つ
２
か
ほ
」
み
き
つ
お■

時
日
　

11
月
15

）
土
（
日

　

後
午

1
時
30

所
場
■

　

交
の
人
大
と
も
ど
子
科
明

■

料
場
入

　

料
無

員
定
■

　

50
人館

書
図
科
明

　
（
62

２
２
１
１・

 

62

）
４
２
１
１・

冊
一
の
め
す
す
お鹿

ど
お
し
し

踊

り
ま
じ
は
の
り

沢
宮

 

治
賢

　
作

し
か
た

 

こ
か
た

　
絵

紹介する人

伊東 登美子さん（豊科高家）
　夕暮れの野原で風から聞いた「鹿踊りのほんとうの精神を語
りました」と始まる。
　ひざを悪くした嘉十は、西の山へ湯治に出掛けた。途中休
んだ所へ手ぬぐいを忘れて引き返す。鹿が６匹そのまわりを
回っていた。すすきの陰からのぞいていると、突然耳がきい
んと鳴って、鹿の言葉が聞こえてきた。鹿は手ぬぐいを不思
議がり、その正体をめぐっていろいろな問答をすると、やがて
嘉十が置いた１個の栃の団子を分け合って食べ、太陽を拝む
ように、水晶の笛のような声で次々に歌い始める。嘉十は思
わず飛び出してしまい、鹿は驚いて逃げ去ってしまった。
　秋の野原で自然と動物と人間が一体化し、また、鹿の会話
や様子がなんとも楽しい作品です。

ドキドキ・ワクワクお話の世界

11月の おはなし
豊科　ちいさいたんぽぽ（幼）・おはなしたんぽぽ（５歳以上）
豊科公民館和室 ( 72・2158）

穂高　おはなしとしょかん
穂高会館講義室 ( 84・0111）

三郷　ポケットの会
三郷公民館児童室 ( 77・2109）

堀金　おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー ( 72・5796）

明科　ひまわりおはなしの会
明科図書館内おはなしの部屋 ( 62・1122）

２１日（金） 11：00～（幼児対象）
 16：30～（５歳以上対象）

２２日（土） 10：30～（幼児対象）
 11：20～（５歳以上対象）

８日（土） 10：00～（幼児以上）

１２日（水） 10：30～（乳幼児対象）
２１日（金） 16：15～（小学生・園児対象）

２２日（土） 11：00～（幼児対象に続いて５歳以上対象）

館
学
文
見
吉
井
臼

会
演
講
の
秋」
会
の
友
「

館
会
芸
陶
高
穂

室
教
芸
陶
子
親

館
書
図
科
明

演
公
ば
ん
ま
や
団
劇
形
人

安曇野モデル〈住宅〉プロジェクト

ご意見の紹介
広報 8 月号で「省エネ、エコにか
かわる設計」について、ご意見を
募集したところ、二重サッシ、外
断熱、太陽光発電システム、オー
ル電化、屋根裏、床への断熱材の
使用が望ましいといった要旨のご
意見をお寄せいただきました。

ご意見の募集　～室外環境設計～
今回のテーマは、室外環境（外観
デザイン、外構、緑化）です。皆
さんのご意見をお寄せください。

【募集期間】　
10 月 23 日（木）～ 11 月 6 日（木）
【応募方法】　書面で下記までお寄
せください。
問い合わせ・申し込み
〒 399‐8211
安曇野市三郷明盛 4810‐１
三郷総合支所内
安曇野ブランドデザイン会議事務局
（ 77・3111 77・6060）

隊
ど
く
か
ぬ
・
会
部
祉
福

地域の恵みを実感

約 6.5㌢四方の
手のひらサイズ

拾ヶ堰でカヌー体験
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毎
年
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
（
社
）
全
国
農
林

統
計
協
会
な
ら
び
に
、（
財
）
農
林

統
計
協
会
発
行
の
統
計
資
料
の
予
約

受
付
を
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み　

11
月
14
日（
金
）ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問

企
画
政
策
課
情
報
統
計
係

　
（
71・２
０
０
０ 

72・１
２
２
３
）

彫
塑
制
作
Ⅳ　
（
全
４
回
） 

■
日
時　

11
月
16
日
（
日
）、
23
日

（
日
）、30
日（
日
）、12
月
7
日（
日
）

　

午
前
9
時
～
12
時　
　

■
内
容　

石せ
っ
こ
う膏
像
の
模も
こ
く刻
を
客
観
的

に
見
る
目
を
養
う
美
術
講
座
で
す
。

■
講
師　

内
川 

博
さ
ん

■
受
講
料　

２
、
０
０
０
円

デ
ッ
サ
ン
入
門
Ⅰ　
（
全
３
回
）

■
日
時 

11
月
11
日（
火
）、18
日（
火
）、

25
日（
火
）午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

■
内
容 

絵
画
や
彫
刻
の
基
礎
で
あ

る
デ
ッ
サ
ン
を
学
び
ま
す
。

■
講
師　

中
村 

次
郎
さ
ん

■
受
講
料　

２
、
０
０
０
円

問
研
成
ホ
ー
ル（

 

82
・
０
７
６
９
）

　

市
で
は
、
男
女
が
互
い
に
認
め
合

い
支
え
合
い
な
が
ら
、
家
庭
や
職

場
、
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。
皆
さ
ん
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

■
日
程　

11
月
15
日
（
土
）　

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン 

午
後
１
時
30
分

　

あ
ず
み
の
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス

▽
講
演　

午
後
2
時
～
4
時

■
テ
ー
マ　
人
間
に
な
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

■
場
所　
堀
金
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

■
講
師　

県
男
女
共
同
参
画
審
議
会

会
長
、元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
野
放
送
局
長
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア

代
表
理
事　

清き
よ
か
わ川 

輝て
る
も
と基
さ
ん

問

人
権
尊
重
課
人
権
尊
重
係

　
（
71・２
０
０
０ 
71・５
０
０
０
）
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お

ら

せ

知

統
計
資
料
の
予
約
販
売

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

美
術
講
座

男
女
共
同
参
画
講
演
会

男
性
の
育
児
参
加
が
子
ど
も
を
救
う

広告欄　広告内容についてのお問い合わせは広告主までお願いします 広告欄　広告内容についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

明
科
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

見
学

有明高原寮
施設見学会

「鐘の鳴る丘」でおなじみの有
明高原寮は、フェンスや格子
のない開放的な少年院です。
高原寮の教育のモットーや寮
生たちの生活ぶりについて紹
介します。ご家族でご参加く
ださい。

時：11 月 8 日（土）
14：00 ～ 16：00

所：有明高原寮体育館

料：無料 問：有明高原寮
（ 83･2204 81・5004）

※事前申し込みは不要です。

暮
ら
し

お持ちください。
切れなくなった
包丁

松筑建設組合明科班青年部で
は、ボランティア活動として、

「無料包丁研ぎ」を行います。

時：11 月 2 日（日）（時間は
場所によって異なりま
す。詳しくは左記まで
お問い合わせください）

所：市消防団明科方面隊の
各詰所

料：無料 問：松筑建設組合明科班青年部
宮下さん（ 62･5464）

※明科地域以外の皆さんもご利用でき   
　ます。

催
し

第 3 回
ふるさとづくり
フォーラム
IN 安曇野

各市民活動団体の活動発表や
パネル展示、松本大学講師・
福島明美さんの講演会をはじ
め、親子工作体験、ぬかくど
ごはん炊き込み体験などを企
画しています。

時：11 月 8 日（土）
 9：00 ～ 18：00

所：研成ホール

料：無料 問：NPO 法人信州ふるさと応援団
安曇野支部事務局 宮崎さん

（ 81･1325 81・1280）

開発事業の承認および審査
【平成 20 年８月の開発審査分】

穂高地域（承認日 平成 20 年 9 月 11 日）
■医療法人仁雄会穂高病院の開発事業
・場　　所　穂高 4642 番２他２筆
・開発面積　891.00㎡
・目　　的　職員用駐車場の建設
■穂高観光株式会社の開発事業
・場　　所　穂高柏原 2261 番１他２筆
　　　　　　および公衆用道路の一部
・開発面積　4,976.20㎡
・目　　的　建て売り分譲 12 区画の建設
■宗教法人宗徳寺の開発事業
・場　　所　穂高 7137 番４他 13 筆
・開発面積　8,321.19㎡
・目　　的　寺院の拡張および本堂等の建築
堀金地域（審査日 平成 20 年 8 月 27 日）
■株式会社恩田地建の開発事業
・場　　所　堀金烏川 3245 番１他７筆
・開発面積　2,569.99㎡
・目　　的　宅地分譲７区画

インターネット公売

　市では、税収確保に向けた取り組み強化の一環と
して、市税などの滞納者から滞納処分として差し押
さえた財産（原動機付き自転車１台）を、9 月にイン
ターネット公売しました。当該公売物件に対しては
全国から 20 人の参加申し込みがあり、最終的には８
人の入札参加がありました。落札額は、見積価格の
12.5 倍の１万 2,500 円となりました。今回の落札代金
は滞納となっている市税などに充てられます。市で
は、今後もインターネット公売など、税収確保に向
けた取り組みを行っていきます。市民の皆さんには
今後も期限内の納税にご協力をお願いします。
問 収納課収納担当係

（ 72･3111 72･8340）

公売された物件
（原動機付き自転車）

後 援 な ど 時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み

資料名 販売価格
（１部当たり） 発行者

農業日誌 1,400 円
（社）全国農林統計協会

ファミリー日誌 1,400 円
新農家暦 　490 円 （財）農林統計協会

本庁（安曇野庁舎） 企画政策課 71・2000（内線 1421）
豊科総合支所

地域支援課

72・3111（内線 1114）
穂高総合支所 82・3131（内線 108）
三郷総合支所 77・3111（内線 1115）
堀金総合支所 72・3106（内線 136）
明科総合支所 62・3001（内線 122）

■予約受付場所
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くらしのペーじ

数字で探る

私たちの健康

覚えておきたい

安曇野の味

しょうがチャーハン
しょうがを使ったシンプルチャーハン。こんがりと香
ばしいしょうゆ味が食欲をそそります。
材料（４人分）
ご飯４カップ、卵２個、しょうが70㌘、あさつき３本、
糸唐辛子少々、調味料〔Ａ こしょう少々、塩少々〕、
〔Ｂ 塩小さじ１/２、うまみ調味料少々、しょうゆ小
さじ１～２〕、ごま油大さじ２、酒大さじ２
作り方
①：卵を割りほぐし、Ａを入れ、１枚の薄焼き
卵をつくる。中心から放射状に８等分の切
り込みをいれておく。

②：しょうがを細かくみじん切りにする。あさつ
きは小口切りにする。

③：中華鍋にごま油を入れ中火～弱火でしょう
がをいためる。香りが出たらご飯を加え、
強火で切るようにい
ためる。Ｂで味付け
をして、鍋のふちか
ら酒をまわし入れさ
らにいためる。

④：チャーハンを器に盛
り付ける。薄焼き卵
を帽子のようにのせ、
中心から外に開いた
ら完成。

　

め
た
る
す
防
予
を
歯
し
む
る
す
症

と
こ
る
れ
入
に
手
を
び
ら
な
歯
い
良

こ
る
す
り
た
て
育
を
口
る
き
で
音
発

1
歳
8
カ

と
診
検
月

3
歳
6

果
結
の
診
検
月
カ

生
食
い
な
ぎ
す
り
摂
を
の
も
い
甘

は
診
検
科
歯
児
歳
２
の
期
後

12
月
3

と）
水
（日

11

り
あ
て
し
送
発
を
知
通
は
に
者
当
該

を
診
検
科
歯
児
歳
２
に
防
予
歯
し
む

今月の料理人

臼井 章子さん

三郷明盛

※変更になることがあります。ご利用前に医療情報案内
　（ 0120-890-423）で確認してください。

　使用可能で不要となった自転車がご家庭
にありましたら、豊科リサイクルセンター
のリサイクル工房へお譲りください。市で
は、リユース（Reuse）の取り組みとして、
自転車の修理、再生を行い希望者に販売し
ています。ただし、傷みがひどく再生に向
かない自転車は受け入れできませんのでご
了承ください。
場所　豊科リサイクルセンター
日時　毎月第４土･日曜日 ９：00 ～15：00

　自転車整備士により修理、再生された自転
車の販売を下記の日程で行います。販売は抽
選により行います。
場所　豊科リサイクルセンター
日時　11月16日（日）受付 9：30～
　抽選10：00 ～（30 分程度で終了します）
費用　落札代金のほかに、防犯登録料　　
　500円とＴＳマーク料金（賠償責任保険付）
　1,000 円が別途必要になります。

環境ナビ
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Ｑ　Ａ　

取
す
ら
減
で
Ｒ
の
つ
３
を
み
ご

に
品
製
て
し
ど
も
に
源
資
度
一
う
もＱ　

？
か
す
で
と
こ
な
んＡ　

利
の
の
も
な
う
そ
り
な
に
み
ご

な
わ
買
は
品
商
た
れ
さ
装
包
に
剰
過

Ｑ　Ａ　
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７
・
０
２
１
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課
境
環
部
境
環
民
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（
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１
３
１
３・
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）
２
２
６
６・

　

係
境
環
活
生
所
支
合
総
各
は
た
ま

くらしのペーじ

覚えておきたい

安曇野の味

※変更になることがあります。ご利用前に医療情報案内
　（ 0120-890-423）で確認してください。
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豊科南中学校 

南部総合公園 梓川ＳＡ

ガソリンスタンド

安曇野大橋  

豊科リサイクル
センター

1歳
8カ月

3歳
6カ月

0.21

1.14

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2
本

6.4%

29.6%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

1歳
8カ月

3歳
6カ月

H19 年度
幼児健診時の歯科検診結果

図 1

2日・日

穂高ハートクリニック [穂高 ] 50-6731
信濃内科循環器科医院 [穂高 ] 82-7722
こうの内科循環器科 [豊科 ] 71-5881
山本歯科クリニック [穂高 ] 84-0004

3日・月
（祝日 )

追分クリニック [穂高 ] 82-2129
百瀬医院 [穂高 ] 82-2205
赤津整形外科クリニック [三郷 ] 76-3133
中島歯科医院 [豊科 ] 73-5701

9日・日

宮澤医院 [明科 ] 62-2052
高橋医院 [穂高 ] 82-2561
米倉医院 [堀金 ] 72-2354
布山歯科医院 [三郷 ] 77-6388

16日・日

やざき診療所 [明科 ] 62-2360
せき泌尿器科クリニック [穂高 ] 82-0666
安曇野形成皮ふｸﾘﾆｯｸ [ 豊科 ] 71-2345
ヒカリ歯科医院 [穂高 ] 82-8171

23日・日
（祝日 )

塔の原内川医院 [明科 ] 81-2121
須澤クリニック [穂高 ] 82-2993
こばやし内科クリニック [豊科 ] 71-1117
矢島歯科医院 [豊科 ] 72-2163

24日・月
（振替 )

飯田医院 [穂高 ] 83-5061
柏原クリニック [穂高 ] 82-7222
池田医院 [三郷 ] 77-2055
よこさわ歯科医院 [穂高 ] 82-2121

30日・日

清沢医院 [穂高 ] 82-7600
楢本内科医院 [豊科 ] 73-0616
木暮医院 [三郷 ] 77-2119
ちかぞえ歯科医院 [豊科 ] 88-7770

11月1日～30日

休日当番医

たとえば

不要の自転車をお譲りください、

自転車のリサイクル

リサイクル自転車の販売をします

美しい安曇野は私たちの誇り

11/９（日）
市内一斉清掃日です

　ごみ拾いは、誰にでもできる身近なボラン
ティアです。作業時間は、おおむね朝方の１
時間程度を予定しています。身近な地域、自
治会、企業、ボランティア団体などが行う美
化活動にご参加ください。

むし歯のある
子どもの割合

１人当たり
平均むし歯数

最後に残ったごみは分別
資源として再び利用する

使えるものは
繰り返し使う

まずは
ごみをもとから減らす

たとえば
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安曇野

彩
紀
行

本 　 庁 　舎	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4932番地46	 TEL	0263-71-2000	 FAX	0263-71-5000
豊科総合支所	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4340番地	 TEL	0263-72-3111	 FAX	0263-72-8340
穂高総合支所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 TEL	0263-82-3131	 FAX	0263-82-6622
三郷総合支所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 TEL	0263-77-3111	 FAX	0263-77-6060
堀金総合支所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 TEL	0263-72-3106	 FAX	0263-72-4900
明科総合支所	 〒399-7103	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 TEL	0263-62-3001	 FAX	0263-62-4747

古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。

今月の色

柿色
Kaki-Iro

熟した柿の実のような

濃い赤橙色

其
の
三
十
七

 

笛
や
太
鼓
の
お
囃
子
と
一
緒
に
、
ゆ
っ
く

り
ゆ
っ
く
り
と
、お
船
が
坂
を
登
り
ま
す
。

色
づ
い
た
柿
の
実
が
時
折
吹
く
秋
風
に
揺

れ
、
大
き
な
船
を
見
上
げ
ま
す
。

　

カ
ー
ブ
で
き
し
み
、
揺
れ
る
船
。
２

５
０
㍍
程
で
標
高
差
60
㍍
の
山
道
を
引

き
上
げ
る
た
め
、
地
区
総
出
の
力
が
必

要
で
す
。

　

息
を
合
わ
せ
て
力
強
く
引
く
地
域
の
皆

さ
ん
の
目
は
、
こ
の
日
を
迎
え
た
喜
び
と
、

誇
ら
し
い
光
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

2008.10.1現在	（ ）内は対前月比　

人口 99,734人（ －45）

 男 48,382人（ －16）

 女 51,352人（ －29）

世帯 36,520世帯（ ＋25）

編	

集	

後	

記

◆
大
規
模
に
実
施
さ
れ
た
防
災
訓
練
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
大
変
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
訓
練
の
成
果
が
発

揮
で
き
る
よ
う
な
事
態
は
あ
っ
て
欲
し

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、自
分
も
、自
宅
で
の

備
え
を
も
っ
と
考
え
て
み
ま
す
。
　
M

◆
14
頁
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
山
本
麗

子
さ
ん
の
高
齢
者
に
お
す
す
め
の
レ
シ

ピ
。
細
く
刻
ん
だ
キ
ャ
ベ
ツ
と
豚
肉
に

か
た
く
り
粉
を
ま
ぶ
し
、
サ
ッ
と
湯
通

し
。
お
し
ょ
う
ゆ
や
か
つ
お
節
を
か
け

て「
コ
ク
の
あ
る
お
ひ
た
し
」に
。
　
T

◆
「
仕
事
で
気
が
張
っ
て
い
る
人
は
週

末
に
体
調
を
崩
し
、
週
末
遊
び
に
徹
す

る
人
は
月
曜
日
に
体
調
を
崩
す
」、
と

い
う
話
が
職
場
で
話
題
に
な
っ
た
翌
週

の
月
曜
日
、
見
事
ガ
ラ
ガ
ラ
声
で
出
勤

し
た
私
。
あ
ま
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
苦

笑
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S

◆
テ
レ
ビ
の
影
響
か
息
子
が
野
球
に
関

心
を
持
ち
始
め
た
。
グ
ロ
ー
ブ
を
買
っ

て
や
っ
た
。
週
末
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
。

私
ご
満
悦
。
将
来
は
プ
ロ
野
球
の
選
手

が
夢
だ
と
か
。
来
年
は
ド
ー
ム
で
も
行

こ
う
か
な
。子
離
れ
で
き
な
い
父
。　
Y

広報　あづみの
発 行 日	 平成20年10月22日
編集・発行	 長野県安曇野市役所企画財政部
	 まちづくり推進課広報広聴係
URL			http://www.city.azumino.nagano.jp
E-mail		info@city.azumino.nagano.jp
印刷　㈲安曇印刷	 印刷経費1部29円

次回発行…お知らせ版11月5日（水）

色づく山へお船が登る
～ 明科大足平諏訪神社祭典 ～




